
制定⽇：2025 年 3 ⽉ 28 ⽇ 

和歌⼭⼤学 ダイバーシティ・エクイティ・インクルージョンガイドライン 
 
１．⼈権の尊重、公正な機会の保障、差別禁⽌ 
1−1 就学／学⽣⽣活について 
 総合相談窓⼝において学修および学⽣⽣活に関わるすべての困りごとに関する相談を

受け付け、⼈権を尊重し、すみやかに対応します。 
 「ハラスメント等の防⽌等に関する規程」別紙１「ハラスメント等の防⽌等のために和

歌⼭⼤学教職員が認識すべき事項についての指針」のうち、「５ アカデミックハラスメ
ントになり得る⾔動 (２)就学や進路を妨害すること ①就学の権利を侵害すること」に
ある事項、「５ アカデミックハラスメントになり得る⾔動 (３)研究室において不当に
強制すること」にある事項および、「５ アカデミックハラスメントになり得る⾔動 (６) 
⾝体・精神的暴⼒を加えること」を防⽌するための措置・対応を⾏います。 

 外国⼈留学⽣の⽇本での⽣活に対応のため⽇本⼈学⽣によるバディ制度を実施します。 
 外国⼈留学⽣の学習⽀援のため⽇本⼈学⽣によるチュータ制度を実施します。 

《ハラスメント等の防⽌等に関する規程》別紙１「ハラスメント等の防⽌等のために和
歌⼭⼤学教職員が認識すべき事項についての指針」 
５ アカデミックハラスメントになり得る⾔動 
(２)就学や進路を妨害すること 
①就学の権利を侵害すること 
・ 授業中に⼈格をおとしめる⾔動や、教員の学説等に従わせようとする脅迫的な⾔動

を⾏うこと 
・ 成績の不当な評価を⾏う。あるいは評価に無関係な事柄を成績に結びつける発⾔を

すること 
・ 求められた教育上の指導を正当な理由なく拒否すること 
・ 常識的には不可能な課題達成を強要すること 
(３)研究室において不当に強制すること 
・ 研究室に早朝から深夜までいることや、泊まりでの実験を強制すること 
・ 休⽇を⼀切とらせないこと 
・ 研究室内の雑⽤をある特定の個⼈に集中してやらせること 
・ 教育研究とは無関係な学外での私的交際を強要すること 
(６)⾝体・精神的暴⼒を加えること 
・ 暴⼒をふるったり体罰を加えたりすること 
・ 教育研究に関連して、名誉や⼈格を著しく傷つけるような発⾔をすること 
・ 不当な仲間はずれを⾏うこと 
・ 何時間も問い詰めたり、拘束したりすること 
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 外国⼈教員が安⼼して教育研究活動に専念できるように学内の事務⼿続き⽀援ととも
に銀⾏⼝座の開設、国際免許証取得、居住地域の⼩中学校の情報など⽣活⽀援も実施
（相談に対応）します。 

 留学⽣、外国⼈教員の困りごとに対する⽀援を拡充していきます。 
 就職活動においては様々な段階で性別の振り分け（履歴書の性別欄、証明写真、服装、

髪型など）が紐づいていることがあります。そのような社会的背景に苦しむ学⽣に留意
して就職活動を⽀援していきます。 

 セクシャルマイノリティ当事者の就職活動は、カミングアウトして進めるのか、クロー
ゼットにするか、企業からの理解をどのくらい求めるのか等、さまざまなことを検討し
ていくことになります。学⽣個々に応じた個別相談に対応し、⾃分らしく社会へ移⾏す
るにはどうすればいいか、ともに考え、⽀援していきます。 

 就職活動において、障害者雇⽤として進めるのか、クローゼットにして⼀般雇⽤で進め
るのか、企業からの理解をどのくらい求めるのか等、さまざまなことを検討していくこ
とになります。学⽣個々に応じた個別相談に対応し、⾃分らしく社会へ移⾏するにはど
うすればいいか、ともに考え、⽀援していきます。 

 外国⼈留学⽣個々に応じた個別相談に対応し、就職だけでなく、進学や起業などを含め
た卒業後のキャリア形成について、ともに考え、⽀援していきます。 

 
２．DEI 推進のための環境・制度整備 
2−1 就学／学⽣⽣活について 
 「和歌⼭⼤学における SOGI（Sexual Orientation and Gender Identity）の多様性に関

する対応ガイドライン」のうち「3．授業について」にある事項について措置・対応を
⾏います。 

≪和歌⼭⼤学における SOGI（Sexual Orientation and Gender Identity）の多様性に関す
る対応ガイドライン≫「3．授業について」 
・授業（演習、実習を含む）において、性別で区別した活動は、特に必要な場合以外は

⾏わないようにしてください。 
・学⽣に対する呼称を男⼥で使い分けないでください。「さん」に、統⼀することを推奨

します。外国語の授業における呼称についてもこれに準じてください。 
・授業では、その場にセクシュアルマイノリティがいることを前提として接し、差別的

なニュアンスを持つ⾔葉やジェスチャーは使わないようにしてください。そして⾒た
⽬や⽒名でジェンダー・セクシュアリティを決めつけないようにしてください。 

・教育実習やインターンシップを含めた学外での実習で想定されるトイレや更⾐室、服
装等に関して事前に相談するように学⽣に周知してください。また⼤学としても学外
機関にできるだけの対応を依頼するようにします。 
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 上記項⽬に関連して、とくにスポーツ実習科⽬における DEI 推進のための環境・制度
整備を改善していきます。 

 性別情報の取り扱いについて、特に必要な場合を除き、履修者名簿等における性別欄は
設けません。 

 「和歌⼭⼤学における障害のある学⽣への⽀援の基本的な⽅針」のうち「Ⅲ．⽀援体制
について」にある事項の措置・対応を⾏います。 

 多様な宗教に対応した祈りのための部屋を設置しています。必要に応じて改修等を進
めます。 

 多様な宗教における⾷⽂化への対応をすすめます。現在は⽣協⾷堂においてハラル⾷
を提供しています。 

 異⽂化理解と交流促進を促すため、外国⼈留学⽣を講師として多⾔語サロンを実施し
ます。 

 ⽇本⼈学⽣と留学⽣が参加する⾒学旅⾏を実施します。 
 留学⽣と⽇本⼈学⽣が交流する塚本治雄国際交流スクエアを設置します。 
 国際的な多様性に対応した授業科⽬を実施し、授業実施の際には多様性に配慮した対

応(グループ設定、多⾔語実施など)を⾏います。また、このような授業科⽬を実施する
ことにより、多様性への対応⼒向上をはかります。 

 近年は LGBTQ フレンドリー企業として情報公開する企業や、学⽣とマッチングする
イベントやサイトもあります。これらの情報収集につとめ、学⽣に周知していきます。 

 近年は障害者雇⽤を推進する企業が積極的に情報提供を⾏い、学⽣とマッチングする
イベントやサイトもあります。これらの情報収集につとめ、学⽣に周知していきます。 

 メンタル不調や修学⾯で困難を抱えている場合、⼀般的な就職のほかにも、就労⽀援を
受けながらキャリア形成を⽬指す場合もあります。必要に応じて、学外⽀援機関等とも

≪和歌⼭⼤学における障害のある学⽣への⽀援の基本的な⽅針≫「Ⅲ．⽀援体制につい
て」 

本学の障害学⽣⽀援において、合理的配慮を含む修学⽀援の主たる責任は、障害学⽣
が所属する学部・学環・研究科等（以下「学部等」という。）が担うものとする。ただし、
⽀援の検討範囲は、修学上必要となる合理的配慮の提供等に限らず、⼊試、学校⾏事、
正課外の活動、就職活動等、教育研究に関する全ての事項に及ぶ。そのため、各部局が
それぞれの機能の範疇において、障害学⽣⽀援に主体性をもって取り組んでいく必要が
ある。 

これらの障害学⽣⽀援を安全かつ適切に遂⾏するために、キャンパスライフ・健康⽀
援センターキャンパスライフ⽀援部⾨（以下「⽀援部⾨」という。）が窓⼝となり、専⾨
的な知⾒に基づいた助⾔・連携を実施し、障害学⽣とそれに対応する教職員への⽀援を
⾏う。 



 

4 
 

協⼒し⽀援を⾏っていきます。 
 ⽇本特有の就職活動の仕組みや、⽇本企業における特有の⽂化・雇⽤慣⾏があります。

そのため、それらをより理解できるよう、外国⼈留学⽣に向けた説明等の機会を増やし、
情報提供をしていきます。 

 就職を希望する外国⼈留学⽣が卒業・修了までに就職が決まらなかった場合、必要に応
じて、学外⽀援機関等とも協⼒し⽀援を⾏っていきます。 

2−2 施設整備について 
 「和歌⼭⼤学における SOGI（Sexual Orientation and Gender Identity）の 多様性に関

する対応ガイドライン」のうち「6．施設整備について」にある事項について措置・対
応を⾏います。 

 オールジェンダートイレの設置をすすめます。 
 学内のサインについて多⾔語化をすすめます。 
 すべての構成員がみずからのもつ潜在的可能性に挑戦できる環境整備のために、    

バリアフリー対応施設へ改修をすすめます。（スロープ設置、点字ブロック設置、⾝障
者対応エレベーターの設置、多⽬的トイレの設置、バリアフリーマップの作成など） 

 
３．無意識の偏⾒の断絶、意識啓発 
3−1 就学／学⽣⽣活について 
 社会化の過程を⾒直すことによって、偏⾒、ステレオタイプに気づき、⾃らの価値観、

⽂化を相対化させながら、多様な価値観、⽣き⽅を認めあうことができるようになる授
業科⽬を実施します（授業科⽬「⽇本学演習」「⽇本学概論」）。 

 多⽂化共⽣、障害者、LGBTQ などに配慮した取組を授業、フィールドワークとして実
施します。 

 無意識の偏⾒の断絶のため、教職員を対象とした⼈権やアンコンシャスバイアス、多様
性への対応、インクルーシブな社会などに関する研修を毎年実施します。 

3−2 施設整備について 
 施設整備を⾏う際に、無意識の偏⾒にとらわれないことを意識します。 
 無意識の偏⾒の断絶のため、教職員を対象とした⼈権やアンコンシャスバイアス、多様

性への対応、インクルーシブな社会などに関する研修を毎年実施します。 

≪和歌⼭⼤学における SOGI（Sexual Orientation and Gender Identity）の多様性に関す
る対応ガイドライン≫「6．施設整備について」 
・本学では、体育館のロッカー、更⾐スペース、シャワー室および陸上競技場脇の更⾐

室が男⼥別となっています。更⾐室の使⽤について、個別対応を希望する場合には、
事前に相談するように学⽣・教職員に周知し、申し出があった場合は関係機関と調整
し対応してください。 


